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今
日
（
一
九
二
四
年
六
月
二
十
六
日
）
は
、
近
代
の
大
物
理
患
者
ヶ
ル

辛
ン
卿
の
誕
生
か
ら
正
に
一
百
年
に
相
幽
す
る
。
彼
れ
の
生
身
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
で
は
盛
大
な
記
念
祭
が
怠
者
達
に
よ
っ
て
催
さ
れ
る
筈
で

あ
る
。

　
今
年
は
，
ま
た
、
詩
人
バ
イ
ロ
ン
の
百
年
に
も
當
る
。
バ
イ
ロ
ン
の

一
生
－
こ
ケ
ル
ヰ
ン
卿
の
幅
生
「
こ
に
は
妙
な
類
似
，
こ
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
ー
こ
が

あ
る
。
爾
方
噛
こ
も
に
世
界
的
の
名
を
墾
け
た
入
で
あ
る
。
バ
イ
ロ
ン
も

卿
で
あ
る
が
，
垂
れ
は
親
か
ら
ゆ
す
り
受
け
た
構
號
で
あ
る
が
、
ヶ
ル

ヰ
ン
卿
の
方
は
自
已
の
學
術
的
功
績
に
よ
っ
て
國
王
か
ら
授
か
日
た
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぴ
つ
こ

の
で
あ
る
。
叉
、
詩
入
は
、
鍍
で
、
三
十
六
歳
で
死
ん
だ
の
だ
が
、
理

漁
者
の
方
は
三
十
六
歳
の
時
に
振
る
出
年
半
で
鍍
ミ
な
り
、
齢
は
八
十

三
歳
ま
で
生
き
て
、
一
九
〇
七
年
半
死
ん
だ
。

　
ヶ
ル
ヰ
ン
卿
の
誕
生
百
年
は
バ
イ
ロ
ン
卿
の
逝
去
百
年
記
念
に
直
ぐ

響
い
て
み
る
。
ケ
ル
ヰ
ン
卿
、
こ
は
一
八
九
二
年
に
得
た
母
国
で
、
本
名

は
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ト
ム
ソ
ン
ε
い
ふ
の
で
あ
る
が
，
今
か
ら
百
年
前
の
六

月
二
十
六
日
に
生
れ
た
。
師
ち
此
れ
は
バ
イ
ロ
ン
が
逝
っ
た
四
月
十
九

日
か
も
は
ニ
ケ
月
－
こ
七
ケ
日
の
後
で
あ
る
。
若
し
バ
イ
ロ
ン
が
其
の
時

代
の
偉
傑
、
こ
す
る
な
ら
ば
、
ト
ム
ソ
ン
も
、
や
は
り
，
時
代
の
偉
傑
に
は

蓮
い
な
い
の
だ
。
内
入
の
方
は
ロ
マ
ン
ス
の
一
生
涯
を
三
つ
た
の
で
あ

る
が
、
理
易
者
の
方
は
翠
に
大
學
教
授
ミ
し
て
長
い
生
を
途
つ
た
の
で

あ
る
。
ト
属
ソ
ン
教
授
は
五
＋
三
年
の
間
グ
ラ
ズ
ゴ
i
大
學
の
教
官
－
こ

し
て
物
理
學
講
座
の
椅
子
を
持
つ
た
の
だ
が
、
バ
イ
ロ
ン
は
只
自
分
の

勝
手
な
仕
事
を
し
た
ミ
い
ふ
に
止
ま
る
。

　
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ト
ム
ソ
ン
は
、
↓
般
肚
會
か
ら
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
王

朝
の
最
も
傑
出
し
た
数
學
者
及
び
物
理
慰
者
，
こ
し
て
尊
ま
れ
て
る
る
。

彼
れ
の
時
代
は
言
ふ
仁
及
ば
す
、
ひ
ろ
く
他
の
時
代
ミ
比
べ
て
も
、
彼

れ
ほ
さ
多
く
理
乱
（
殊
に
電
玉
垣
）
の
進
歩
に
貢
献
し
た
入
は
無
い
。
太

西
洋
横
断
の
海
底
電
線
ガ
、
幾
度
か
失
敗
の
後
、
一
八
六
六
年
に
始
め

て
開
通
し
た
事
に
苦
し
て
、
ト
ム
ソ
ン
教
授
の
働
き
は
偉
大
で
あ
っ
た

そ
の
頃
、
彼
は
事
業
の
顧
問
の
、
一
入
¶
こ
し
て
大
身
瞼
に
俘
ふ
危
険
を
顧

み
す
幾
度
も
試
験
遠
征
隊
に
加
は
つ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
實
際
、
彼
れ

の
電
氣
器
械
ε
直
接
監
督
が
無
か
っ
た
ら
、
一
八
六
六
年
の
時
の
成
功

は
少
な
く
，
こ
も
二
十
ケ
年
逞
れ
た
“
ら
う
ε
世
評
さ
れ
て
み
る
。

　
今
日
、
無
線
電
信
電
話
の
不
思
議
な
襲
明
や
吉
見
が
盛
ん
な
時
に
、

叉
、
こ
の
ク
ル
ヰ
ン
卿
の
功
績
を
思
ひ
浮
べ
る
の
も
有
意
義
で
あ
る
。

彼
れ
こ
そ
は
，
ラ
イ
デ
ン
瓶
の
放
電
に
よ
っ
て
エ
ー
テ
ル
に
電
氣
振
動

の
起
る
こ
ご
を
謹
明
し
た
第
一
入
で
あ
り
、
此
の
實
験
に
よ
っ
て
、
無

線
電
信
の
根
本
法
則
が
作
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
地
球
が
内
部
ま
で
固
い
も
の
で
、
其
の
堅
さ
は
略
々
鋼
鐵
か
硝
子
ぐ

五
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ら
み
な
も
の
で
あ
る
一
こ
い
ふ
今
日
一
般
の
地
質
導
者
及
物
理
學
の
信
託

の
理
論
を
書
表
し
た
の
は
此
の
ヶ
ル
ヰ
ン
卿
で
あ
っ
た
。
彼
れ
は
之
れ

を
謹
明
す
る
の
に
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
話
に
あ
る
や
う
な
猫
特
な
方
法
を
用

ひ
た
。
穿
ち
、
彼
れ
は
、
生
卵
子
，
し
煮
卵
子
－
こ
を
一
つ
“
つ
取
り
、
之

れ
を
糸
で
釣
り
下
げ
て
、
地
球
の
や
う
に
質
倉
さ
せ
て
見
た
。
す
る
ざ

間
も
な
く
，
生
卵
子
の
方
は
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
の
に
、
煮
卵
子
の
方

は
何
畦
ま
で
も
ク
ル
く
一
こ
回
り
綾
け
た
。
此
の
實
験
に
よ
っ
て
、
彼

れ
は
、
若
し
地
球
の
内
部
が
液
艦
な
ら
ば
、
内
部
、
摩
擦
の
た
め
に
自

記
は
止
っ
て
了
ふ
筈
だ
一
こ
い
ふ
こ
ε
を
謹
明
し
た
の
で
あ
る
。

　
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ト
ム
ソ
ン
は
五
卜
個
以
上
の
嚢
明
を
し
た
一
こ
い
ふ
。

其
の
大
部
分
は
電
氣
を
起
し
、
記
録
し
、
測
定
し
、
迭
臆
す
る
九
め
の

器
械
類
で
あ
っ
た
。
此
等
は
精
密
・
こ
信
頼
の
標
本
、
こ
す
る
に
足
り
る
。

電
氣
ご
關
係
な
い
方
面
で
も
、
彼
れ
は
航
海
術
や
海
上
の
安
全
に
關
す

る
嚢
明
が
あ
っ
た
。
其
の
一
つ
に
、
海
水
の
潮
汐
を
豫
適
す
る
器
械
も

あ
る
。
叉
、
ト
ム
ソ
ン
式
，
こ
名
付
け
ら
れ
て
み
る
羅
針
盤
も
あ
っ
て
、

此
れ
は
今
も
實
際
に
用
ゐ
ら
れ
て
る
る
。
彼
れ
は
、
又
、
天
文
用
の
時

計
や
、
微
分
墨
用
の
計
算
器
な
・
こ
も
登
明
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
っ
ま

　
ト
ム
ソ
ン
が
手
を
付
け
る
こ
一
こ
は
何
で
も
好
く
行
っ
た
。
其
の
一
生

涯
は
成
功
に
次
ぐ
に
成
功
を
以
て
し
た
一
こ
言
っ
て
好
い
。
始
め
の
頃
生

れ
故
郷
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
ベ
ル
フ
ワ
ス
ト
市
に
み
た
時
，
既
に
幸
先

は
好
か
っ
た
。
立
派
な
父
を
持
っ
て
生
れ
た
が
た
め
、
其
の
天
稟
の
理

工
的
天
才
を
芽
ぐ
ま
せ
る
に
充
分
な
感
激
、
ご
指
導
ε
が
家
庭
に
於
い
て

山ノ、

出
來
た
。
此
の
父
は
ぜ
ー
ム
ス
・
ト
ム
ソ
ン
博
士
§
言
っ
て
、
ベ
ル
フ

ワ
ス
ト
の
数
學
教
師
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
一
八
三
一
二
年
に
グ
ラ
ス
ゴ
ー

大
卒
の
教
授
に
招
か
れ
て
行
っ
た
人
で
あ
る
。

　
幼
い
時
か
ら
、
こ
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
坊
は
大
楽
の
氣
分
に
養
は
れ
、
特

に
数
學
趣
味
を
解
し
た
。
初
等
教
育
は
父
親
自
ら
が
行
っ
た
も
の
だ
か

ら
、
既
に
年
齢
十
歳
に
し
て
グ
ラ
ス
ゴ
ー
大
墨
に
入
回
す
る
こ
ぐ
」
が
出

來
た
。
そ
し
て
、
程
も
な
く
、
彼
れ
は
高
倫
な
数
等
問
題
を
易
々
ε
解

い
て
、
多
く
の
古
参
學
生
を
驚
か
し
た
一
こ
い
ふ
。

　
一
八
四
一
年
に
、
父
は
彼
れ
を
ケ
ン
ブ
リ
ヂ
の
セ
ン
ト
。
ピ
ー
タ
ー

　
カ
レ
ジ
ス
學
瀦
へ
迭
っ
て
學
究
生
活
を
進
ま
せ
た
。
こ
』
で
も
、
此
の
若
者
は

研
究
の
熟
心
ミ
こ
異
常
な
購
力
に
よ
っ
て
人
々
の
注
意
を
惹
い
た
。
叉

彼
れ
の
李
素
の
行
儀
も
美
事
で
あ
っ
た
が
、
之
れ
皆
、
父
の
與
へ
た
訓

育
に
よ
る
の
で
あ
っ
た
。
グ
ラ
ス
ゴ
ー
の
家
庭
か
ら
は
遠
く
離
れ
て
み

た
が
．
彼
ミ
父
－
こ
の
間
に
は
断
へ
す
音
信
が
徒
賦
し
九
。
父
は
常
に
老

成
し
た
訓
戒
ε
忠
言
ε
を
迭
り
、
子
は
亦
よ
く
此
等
を
受
け
入
れ
た
。

由
る
時
、
父
は
「
必
ず
ノ
＼
、
人
ε
政
治
や
宗
教
上
の
議
論
を
し
て
は

な
ら
な
い
。
し
ε
書
き
迭
つ
た
こ
一
こ
も
あ
る
Q

誰
の
眼
に
も
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ト
ム
ソ
ン
は
普
通
の
大
宰
生
活
に
聯

想
さ
れ
る
や
う
な
無
具
な
こ
ε
は
や
ら
な
か
っ
た
。
父
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
べ

「
決
し
て
、
酒
飲
み
仲
間
や
氷
、
迄
り
仲
間
に
入
っ
て
は
い
け
な
い
」

ε
い
ふ
忠
告
が
來
た
返
事
に
、
彼
れ
は

「
今
ま
で
“
も
象
潟
に
は
出
來
る
だ
け
出
席
し
な
い
や
う
に
し
て
居
り
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ま
す
。
そ
し
て
止
む
を
得
な
い
で
仲
間
入
り
す
る
場
合
に
も
、
度
を
過

さ
な
い
や
う
に
勤
め
て
居
り
ま
し
た
。
」

ぐ
」
か
い
た
。

　
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
の
此
の
ボ
ロ
ニ
ゥ
ス
（
嚴
父
の
こ
く
」
）
は
、
叉
、

別
の
時
に
悪
う
い
ふ
訓
戒
を
書
き
迭
つ
た
こ
ε
も
あ
っ
た
。

「
入
か
ら
笑
は
れ
な
い
程
度
に
、
倹
約
し
な
ざ
い
、
自
分
の
行
ひ
や
、

叉
日
常
交
る
朋
友
に
氣
を
付
け
て
。
御
身
は
い
ま
若
い
の
だ
か
ら
。
今

剣
足
悪
い
道
に
踏
み
込
ん
だ
り
、
善
く
な
い
癖
を
備
え
る
ミ
，
生
涯
を

誤
る
こ
・
こ
に
な
り
ま
す
。
屡
々
自
分
の
行
を
顧
み
て
、
將
來
の
た
め
に

好
い
判
噺
を
持
つ
よ
う
に
。
」

　
か
う
し
て
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
の
一
生
の
型
が
作
ら
れ
て
行
っ
た
Q
彼
れ

の
精
紳
の
調
和
も
、
叉
，
肉
饅
の
旧
約
も
、
共
に
此
の
注
意
深
い
親
心

が
生
き
て
、
後
日
の
ケ
ル
ヰ
ン
卿
に
ま
で
育
て
上
げ
た
の
で
あ
る
。
彼

れ
は
戸
外
の
蓮
動
を
好
み
。
殊
に
漕
艇
は
最
も
得
意
－
こ
す
る
所
で
あ
っ

た
。
又
、
時
々
は
ダ
ン
ス
も
や
っ
た
Q
細
編
に
も
魚
心
な
愛
着
を
持
ち

燧
に
は
ケ
ン
ブ
リ
ヂ
大
學
音
樂
部
創
立
委
員
の
　
人
に
も
な
っ
た
。
フ

レ
ン
チ
・
ホ
～
ン
の
演
奏
者
，
こ
し
て
此
の
音
雄
峰
の
催
ほ
す
公
開
日
に

は
腕
を
奮
っ
た
こ
煮
も
度
々
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
か
う
し
た
絵
暇
の
慰
み
は
、
彼
れ
が
ケ
ン
グ
リ
ヂ
歎
學
雑

誌
上
に
門
門
的
研
究
の
筆
を
ふ
る
ふ
卑
し
み
に
比
べ
る
一
こ
、
全
く
無
き

に
等
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
喉
八
四
二
年
に
彼
れ
は
此
の
籔
學
錐
誌
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
モ
ジ
ニ
ヶ
ス

主
筆
ε
な
り
、
そ
こ
に
「
同
質
，
罷
中
の
熟
の
一
様
蓮
動
及
び
其
れ
ε
撒

理
解
氣
學
ε
の
巻
斗
に
つ
い
て
」
ミ
い
ふ
大
論
文
を
嚢
表
し
た
。
わ
っ

か
十
八
歳
の
青
年
の
著
作
¶
こ
し
て
は
、
之
れ
は
驚
く
べ
き
監
の
で
あ
っ

た
。　
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ト
ム
ソ
ン
は
↓
八
四
五
年
差
大
黒
を
卒
業
し
、
名
巻

あ
る
ス
ミ
ス
賞
を
獲
て
、
酌
量
に
非
常
な
望
を
囑
さ
る
、
に
至
っ
た
。

彼
れ
は
可
な
り
の
自
信
も
あ
り
、
叉
、
理
論
物
理
學
上
の
事
は
知
れ
る

だ
け
の
事
を
知
っ
て
ゐ
憂
こ
も
知
っ
て
居
た
ら
し
い
。
し
か
し
叉
、
自

ら
顧
み
て
、
郵
貯
室
内
の
経
駿
に
乏
し
い
映
黙
も
知
っ
て
み
た
も
の
だ

か
ら
、
父
の
許
し
を
得
て
、
後
暫
く
、
佛
國
パ
ー
－
に
渡
り
、
當
時
の
大

實
験
家
ヴ
イ
ク
ト
ル
・
レ
ニ
ヨ
ー
の
下
に
學
ん
だ
。
ト
ム
ソ
ン
が
此
の

大
先
生
の
厚
意
を
受
け
て
、
始
め
て
試
験
管
を
取
り
、
叉
、
突
氣
ポ
ン

プ
の
助
手
を
許
さ
れ
た
時
は
、
一
生
に
｛
度
の
大
な
る
感
激
を
篭
え
た

ミ
い
ふ
。
恐
ら
く
は
ラ
テ
ン
・
ク
ォ
ー
タ
ー
の
夜
の
里
非
色
で
さ
へ
も
此

れ
程
に
彼
れ
を
感
動
せ
し
め
な
か
っ
た
だ
ら
う
。
常
々
、
父
か
ら

「
六
ペ
ン
ス
の
金
も
無
駄
に
使
っ
て
は
な
ら
な
い
」

・
こ
訓
へ
ら
れ
て
る
た
か
ら
。

　
其
の
後
、
間
も
な
く
，
グ
ラ
ス
．
コ
ー
大
嵐
の
物
理
．
墨
講
座
に
一
つ
の

訣
員
が
出
來
、
ト
ム
ソ
ン
の
優
れ
た
履
歴
¶
こ
世
評
ミ
が
此
の
若
者
を
其

の
椅
子
の
最
も
適
當
な
候
補
者
ε
し
た
。
そ
し
て
、
一
八
四
六
年
－
こ
い

ふ
年
に
、
年
齢
わ
す
か
二
十
二
歳
を
以
っ
て
、
彼
れ
は
、
學
生
時
代
に

學
ん
だ
此
の
大
學
の
、
し
か
も
父
が
教
官
の
一
人
で
あ
る
此
の
學
府
の

教
授
ε
な
っ
た
の
で
あ
る
。

七
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大
島
に
於
け
る
彼
れ
の
最
初
の
墨
蹟
は
墨
語
用
の
た
め
に
實
験
室
を

設
け
る
こ
ε
で
あ
っ
た
。
出
営
た
最
初
は
此
の
實
験
室
は
室
一
つ
ε
、

そ
れ
に
曳
く
石
炭
部
屋
一
つ
ε
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
、
始
め
は
種
々

の
不
便
も
あ
り
、
櫨
に
石
炭
を
つ
ぎ
に
來
る
ボ
ー
イ
た
ち
の
塵
に
さ
ま

た
げ
ら
れ
た
こ
ご
も
あ
っ
た
け
れ
3
も
、
そ
れ
で
も
將
來
の
理
財
上
に

重
要
な
諸
獲
明
が
此
所
で
爲
さ
れ
た
。
倫
、
ま
た
之
れ
こ
そ
は
常
時
諸

大
事
の
中
で
學
生
の
使
用
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
唯
一
の
歩
射
室
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

　
全
部
を
通
じ
て
、
彼
れ
は
同
じ
大
言
に
五
十
三
年
聞
講
義
唱
こ
教
育
ξ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
シ
ロ
ン

を
や
っ
た
。
し
か
し
ト
ム
ソ
ン
敬
授
は
決
し
て
物
を
教
へ
る
機
械
で
は

な
か
っ
た
。
若
い
時
か
ら
二
野
學
の
不
思
議
に
心
を
惹
か
れ
て
み
た
彼

れ
は
、
今
や
、
實
験
室
の
中
に
、
書
ミ
い
は
す
喪
ミ
い
は
す
、
か
の

「
歯
面
や
雷
電
の
中
に
集
食
っ
て
み
る
化
け
物
」
の
正
罷
を
見
破
ら
う
「
こ

勤
め
た
。
か
う
し
て
、
彼
れ
は
、
何
時
の
間
に
か
當
時
の
世
間
か
ら

「
電
熱
の
魔
術
師
」
ご
い
ふ
評
判
を
受
け
る
や
う
に
な
っ
た
。
顧
問
ミ
し

て
彼
れ
は
一
八
六
六
年
　
太
西
洋
横
断
海
底
電
線
に
成
功
し
た
ば
か
り

で
な
く
、
其
の
他
、
フ
ラ
ン
ス
太
西
洋
、
南
米
東
岸
、
西
印
度
、
及
び

英
米
聞
の
各
海
底
線
の
た
め
に
も
力
を
藩
し
た
。

　
ト
ム
ソ
ン
教
授
は
大
族
行
家
で
あ
っ
た
。
彼
れ
は
自
ら
ラ
・
・
ル
ー

ク
ε
い
ふ
名
の
ヨ
ヅ
ト
を
持
ち
、
そ
れ
で
度
々
愉
快
な
航
海
を
し
た
。

グ
ラ
ス
ゴ
ー
大
墨
の
學
年
は
輔
年
に
六
ケ
月
で
あ
っ
た
も
の
だ
か
ら
、

彼
れ
は
其
の
閑
暇
に
は
随
分
S
族
行
を
し
た
。
欧
洲
の
各
地
に
族
行
し

八

た
ば
か
り
で
な
く
、
ア
メ
リ
カ
大
陸
に
も
前
後
四
罰
の
族
行
を
試
み
た
。

　
彼
れ
が
米
國
に
來
た
最
初
は
一
八
七
六
年
で
、
其
の
當
時
は
フ
ィ
ラ

デ
ル
フ
ィ
ア
へ
直
行
し
、
そ
こ
で
開
か
れ
た
大
博
半
漁
の
電
氣
機
械
検

査
官
－
こ
し
て
働
い
た
。
↓
八
八
四
年
の
末
に
は
、
彼
れ
は
ボ
ル
テ
モ
ア

の
ジ
ヨ
ン
ス
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
學
に
於
い
て
二
十
四
の
聖
書
講
演
を
す

る
た
め
に
渡
貸
し
た
の
で
あ
る
が
、
序
で
を
以
っ
て
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ

ィ
ア
網
織
院
に
も
や
っ
て
來
て
、
「
光
の
波
動
に
つ
い
て
」
唖
席
の
通
俗

講
演
を
し
た
。

　
一
八
九
七
年
に
ケ
ル
ギ
ン
卿
は
、
ま
た
ト
ロ
ン
ト
市
に
於
け
る
全
英

理
塵
會
に
寓
脂
の
た
め
一
こ
、
及
び
、
ス
ケ
ネ
ク
デ
イ
の
ゼ
ネ
ラ
ル
電
氣

會
就
を
視
察
す
る
た
め
に
や
っ
て
來
た
。
最
後
の
渡
米
は
一
九
〇
二
年

で
あ
っ
た
が
、
惚
れ
は
全
く
凱
旋
出
軍
然
ミ
し
た
族
行
で
あ
っ
た
。
ケ

ル
ヰ
ン
卿
－
こ
同
夫
人
・
こ
は
四
月
十
九
日
〕
一
ユ
ヨ
ー
ク
に
上
陸
し
、
會
々

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
學
総
長
に
就
任
し
た
ば
か
り
の
バ
ト
ラ
i
博
，
士
に
會
つ

た
。
此
の
時
、
彼
れ
は
下
北
の
主
な
電
氣
學
著
た
ち
の
大
歓
迎
を
受
け

ア
メ
リ
カ
の
電
氣
工
業
會
は
彼
れ
の
名
論
の
た
め
に
特
別
な
歓
迎
宴
を

張
っ
た
。

　
此
の
族
行
中
に
、
彼
れ
は
ロ
チ
エ
ス
タ
i
市
に
立
寄
っ
て
、
同
市
の

電
力
供
給
法
に
助
言
を
試
み
、
そ
れ
か
ら
イ
サ
カ
市
の
コ
ー
、
矛
ル
大
學

を
訪
問
し
た
。
次
に
は
ニ
ゥ
・
ヘ
ヴ
ン
市
に
下
車
し
て
、
エ
ー
ル
大
學

の
教
授
及
三
生
た
ち
に
迎
へ
ら
れ
て
L
L
D
の
學
位
を
受
け
た
。
　
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
や
ブ
イ
ラ
デ
ル
フ
イ
ア
で
も
彼
れ
は
腰
張
ら
し
く
歓
迎
さ
れ
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た
。
か
く
て
、
彼
れ
が
英
本
國
に
鰭
り
着
い
た
時
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の

全
學
術
界
か
ら
の
厚
情
－
こ
愈
敬
ξ
を
一
身
に
背
負
っ
て
み
た
。

　
生
前
に
も
、
死
後
に
も
、
ク
ル
ヰ
ン
卿
ほ
さ
一
般
元
亨
か
ら
の
璽
敬

を
受
け
た
理
學
者
は
少
な
い
。
彼
れ
は
世
界
中
の
諸
大
學
か
ら
二
十
五

個
の
名
暮
學
位
を
受
け
、
叉
、
八
十
八
個
の
學
會
の
正
會
員
又
は
名
響

會
員
で
あ
り
、
政
府
か
ら
勲
功
夕
賞
せ
ら
れ
た
藪
は
十
六
で
あ
っ
九
。

［
八
六
六
年
の
最
初
の
太
西
洋
海
底
電
線
に
つ
く
し
た
功
に
よ
り
て
、

彼
れ
は
華
族
に
列
せ
ら
れ
、
其
の
多
く
の
立
明
や
登
見
の
功
に
よ
つ
て

一
八
九
二
年
に
は
貴
族
に
置
け
ら
れ
た
。
叉
，
グ
ラ
ス
ゴ
ー
大
學
教
授

ミ
し
て
五
＋
年
の
祀
ひ
の
時
，
彼
れ
は
ウ
イ
ン
ヅ
ア
宮
殿
に
招
か
れ
ヴ

ィ
ク
ト
リ
ア
・
女
．
白
酒
に
馨
罫
を
腸
…
は
り
、
バ
キ
ン
ガ
ム
宮
…
殿
．
で
は
大
十
掌
・
ヴ

ィ
ク
ト
リ
ア
勲
章
を
授
け
ら
れ
た
。

　
ク
ル
ギ
ン
卿
が
一
九
〇
七
年
に
死
ん
だ
時
、
其
の
讃
骸
は
サ
i
・
ア

イ
ザ
ー
ク
ニ
［
ウ
ト
ン
の
側
に
葬
ら
れ
、
六
年
後
の
一
九
一
三
年
に
は

二
個
の
記
念
像
が
除
幕
さ
れ
た
。
其
の
一
つ
は
ベ
ル
フ
ァ
ス
ト
の
植
物

園
を
飾
り
、
他
の
一
つ
は
グ
ラ
ス
ゴ
ー
大
台
に
近
い
ク
ル
ヰ
ン
グ
ロ
ー

ブ
公
園
を
美
化
し
て
み
る
。
筒
。
そ
れ
噛
こ
略
々
同
時
に
，
全
英
米
の
電

氣
工
學
者
た
ち
の
寄
贈
に
よ
る
記
念
窓
が
エ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
・
ア
ベ

，
一
に
於
い
て
除
幕
さ
れ
た
。

　
ク
ル
ヰ
ン
卿
の
一
生
は
バ
イ
ロ
ン
卿
の
そ
れ
の
や
う
に
派
手
な
，
叉

ロ
マ
ン
テ
ク
で
も
な
い
け
れ
曹
、
其
の
優
秀
さ
は
憂
ら
な
い
、
そ
れ
は

多
く
の
大
成
功
の
連
鎖
で
あ
る
。
彼
れ
の
電
信
術
の
貢
献
に
よ
っ
て
，

ケ
ル
ヰ
ン
卿
は
全
世
界
に
散
在
す
る
多
く
の
民
族
を
結
び
付
け
、
叉
、

幾
多
の
獲
明
や
饗
見
に
よ
っ
て
、
彼
れ
は
全
人
類
を
幸
編
に
導
い
た
も

の
で
あ
る
。
　
（
一
九
二
四
・
六
・
二
六
。
米
國
ケ
ン
ブ
リ
ヂ
に
て
由
本
一

清
課
）　

　
　
　
火
星
近
況
　
（
雪
月
）

い
よ
く
襯
測
期
に
入
つ
象
。
親
直
征
も
二
十
秒
准
畠
糞
、
し
か
も
十
二
時

に
な
る
ぐ
」
シ
ー
イ
ン
グ
に
入
九
往
々
十
に
蓮
す
ろ
。
山
口
吋
牛
ば
月
宋
に
完
戊
り

七
吋
ぜ
共
に
口
裡
の
有
す
ろ
全
能
陰
々
持
っ
て
火
星
の
秘
密
た
探
う
に
極
め

て
有
力
で
あ
る
Q
箇
々
の
出
為
事
に
早
し
詳
細
な
る
報
告
は
後
に
ゆ
つ
る
。

又
喜
ぶ
べ
き
ば
榊
戸
の
外
人
ス
コ
ブ
イ
ル
ド
氏
が
日
本
に
返
て
最
も
有
力
な

る
遊
星
観
測
望
蓮
鏡
六
ろ
カ
ル
バ
ー
入
吋
牛
な
使
用
し
飴
暇
の
評
す
限
り
從

事
さ
れ
ろ
事
定
な
つ
カ
Q

入
日
ぜ
九
日
の
間
に
大
極
冠
が
美
事
に
破
れ
た
。
月
末
よ
り
二
月
始
め
に
到

れ
ば
シ
ー
イ
ン
グ
の
良
き
時
今
圓
の
衝
オ
極
め
て
條
境
の
似
六
一
九
〇
九
年

ア
ン
ト
ニ
ア
ヂ
氏
が
一
二
十
二
吋
に
て
認
め
六
る
以
上
の
デ
、
イ
〃
が
明
瞭
に

認
め
ら
れ
る
。
蓮
河
に
弔
う
も
の
ば
貼
の
蓮
護
に
見
え
か
け
カ
リ
ロ
裡
匡
小

さ
い
け
れ
こ
も
器
械
に
最
良
ア
ポ
〃
ロ
マ
チ
ツ
ク
書
反
射
ば
二
枚
色
滑
の
比

鞍
し
得
ざ
る
特
貼
准
持
っ
て
マ
ー
ス
ぜ
匡
何
ぞ
や
蓮
河
ビ
ば
何
ぞ
や
ビ
い
ふ

問
題
に
進
み
つ
」
あ
る
Q
八
月
の
身
魂
な
待
託
れ
よ
。

九


